
　

日
本
品
質
保
証
機
構
（
J

Q
A
）
は
、
I
S
O
入
門
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
中
止
期
間

中
、
登
録
組
織
向
け
に
公
開

し
て
い
る
過
去
に
開
催
し
た

I
S
O
入
門
セ
ミ
ナ
ー
（
ラ

イ
ブ
配
信
）
の
ア
ー
カ
イ
ブ

動
画
を
一
般
公
開
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
、
2
0
2
0
年
3

月
末
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
I
S
O
セ
ミ

ナ
ー
を
中
止
し
た
こ
と
に
対

応
す
る
も
の
。

　

一
般
公
開
す
る
動
画
は
次

の
と
お
り
。
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入
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ミ
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▽
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1
入
門
セ
ミ
ナ
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▽
I
S
O

／
I
E
C
2
7
0
0
1
入
門

セ
ミ
ナ
ー
▽
J
I
S　

Q
9

1
0
0
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　

視
聴
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
協
力
を
求
め
て
い
る
（
セ

不
要
と
な
り
、
日
本
企
業
に

よ
る
海
外
の
市
場
へ
の
さ
ら

な
る
進
出
が
期
待
さ
れ
る
。

■
国
際
法
定
計
量
機
関
（
O

I
M
L
）

　

国
際
法
定
計
量
機
関
（O

IM
L
:
In
te
rn
atio
n
al

O
rg
an
ization

of
L
eg

alM
etrolog

y

）
は
、
政

府
間
条
約
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
機
関
。
O
I
M
L 
は
、

法
定
計
量
に
関
す
る
一
般
原

則
の
確
立
お
よ
び
諸
問
題
の

国
際
的
解
決
、

計
量
器
の
検
定

検
査
を
お
こ
な

う
国
家
機
関
お

よ
び
計
量
器
の

原
理
、
構
造
、

使
用
等
に
関
す

る
資
料
な
ら
び

に
情
報
の
収
集

等
を
目
的
と
す

る
機
関
で
あ

り
、
条
約
加
盟

国
の
法
定
計
量

規
則
を
整
合
化

す
る
こ
と
に
よ

り
計
量
器
の
国

際
貿
易
の
円
滑

化
を
目
指
し
て

い
る
。

■
新
た
な
O
I
M
L
認
証
制

度
　

こ
の
た
め
、
国
際
法
定
計

量
機
関
（
O
I
M
L
）
は
一

国
で
発
行
し
た
計
量
器
の
証

明
書
を
他
国
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
（
国
際
相
互
承
認
）、

新
た
な
O
I
M
L
認
証
制
度

を
立
ち
上
げ
た
。

　

製
品
認
証
機
関
は
認
定
機

関
か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
能
力
が
証

明
さ
れ
、
こ
の
制
度
に
基
づ

い
て
証
明
書
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

■
N
I
T
E
に
よ
る
製
品
認

証
機
関
の
認
定

　

N
I
T
E
は
、
O
I
M
L

認
証
制
度
に
基
づ
い
た
製
品

認
証
機
関
を
認
定
す
る
制
度

を
構
築
し
、2
0
1
9
年（
令

和
元
年
）
9
月
よ
り
認
定
業

務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

N
I
T
E
は
、
N
M
I
J

か
ら
の
申
請
を
受
け
、
国
際

基
準
に
基
づ
く
審
査
を
し
、

認
定
を
授
与
し
た
。

　

こ
の
認
定
に
よ
り
、
N
M

I
J
は
O
I
M
L
認
証
制
度

に
基
づ
く
製
品
認
証
機
関
と

し
て
、
そ
の
能
力
を
客
観
的

に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

■
N
M
I
J
の
製
品
認
証
は

O
I
M
L
認
証
制
度
参
加
国

で
通
用

　

は
か
り
の
分
野
で
は
2
0

1
8
年
度
に
は
3
1
0
億
円

の
輸
出
実
績
が
あ
る
。今
後
、

O
I
M
L
認
証
制
度
参
加
国

（　

か
国
、
日
本
を
除
く
）

30
で
は
、
計
量
器
の
製
造
事
業

者
は
、
N
I
T
E
が
認
定
し

た
認
証
機
関
N
M
I
J
が
発

行
す
る
証
明
書
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
国
際
相
互
承
認
に

よ
り
時
間
と
労
力
の
か
か
る

輸
出
時
の
手
続
き
の
多
く
が

産
総
研
が
計
量
器
の
国
際
的
な
認
証
機
関
に
、
J
Q
A
セ
ミ
ナ
ー
動
画 

①
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3
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発
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。
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OIML認証制度の概要

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構（
N
I
T
E
）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
を
認
定

計
量
器
の
国
際
的
な
認
証
機
関
と
し
て

　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
（
N
I
T
E
）
は
2
0
2
0

年
3
月　

日
、
計
量
器
の
国
際
的
な
基
準
に
適
合
し
た
認

12

証
機
関
と
し
て
産
業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ

ン
タ
ー
（
N
M
I
J
）
を
認
定
し
た
。
国
際
法
定
計
量
機

関
（
O
I
M
L
）
が
運
営
す
る
計
量
器
の
国
際
的
な
認
証

制
度
に
基
づ
く
も
の
。
今
後
、
国
内
の
計
量
器
製
造
事
業

者
は
、
N
M
I
J
が
発
行
す
る
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と

で
海
外
市
場
へ
の
展
開
が
容
易
に
な
り
、
国
内
の
製
造
事

業
者
の
海
外
市
場
に
お
け
る
競
争
力
の
強
化
が
期
待
さ
れ

る
。製

造
事
業
者
の
海
外
市
場
に

お
け
る
競
争
力
強
化
に
期
待

■
輸
出
先
国
の
法
制
度
が

ネ
ッ
ク
に

　

食
品
売
場
や
物
流
市
場
、

製
造
業
な
ど
各
分
野
で
広
く

使
用
さ
れ
る
は
か
り
な
ど
の

計
量
器
は
、
世
界
的
な
市
場

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
各
国
は
そ
れ
ぞ

れ
計
量
器
に
関
す
る
独
自
の

法
制
度
を
持
っ
て
お
り
、
製

造
事
業
者
は
輸
出
先
国
の
法

制
度
に
製
品
を
適
合
さ
せ
る

こ
と
が
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

日
本
品
質
保
証
機
構（
J
Q
A
）

I
S
O
入
門
セ
ミ
ナ
ー
動
画
を

一
般
公
開

I
S
O
セ
ミ
ナ
ー
中
止
へ
の
対
応
措
置

ミ
ナ
ー
内
容
に
関
す
る
質
問

に
も
答
え
る
）。テ
キ
ス
ト
は

配
布
し
な
い
。

　

一
般
公
開
は
、
I
S
O
セ

ミ
ナ
ー
開
催
中
止
期
間
に
限

る
。


